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薬剤耐性 Campylobacter の迅速検出法(CAMERA 法)を開発 

 

研究成果のポイント 

- 細菌性食中毒の原因となる Campylobacter 属菌の迅速検出法を開発 

- 近年、問題となる薬剤耐性の判定も同時に可能 

- 判定に要する時間を、従来の培養法の 6 日程度から 30 時間以内に短縮 

- 今後、食品検査や農場での検査への応用が期待される 
 

研究成果の概要 
酪農学園大学臼井優准教授と北海道大学中島千絵教授の研究グループは、細菌性食中毒の

原因として最も患者数が多い Campylobacter 属菌を迅速に検出し、菌種を同定、かつ近年問

題となる抗菌薬に対する耐性も同時に検出する方法(CAMERA 法; CAMpylobacter Express 

Resistance Array)を開発しました。CAMERA 法は、特定の遺伝子配列を検出する DNA マイク

ロアレイ技術を応用することで、食中毒の原因となる Campylobacter 属菌の遺伝子および抗

菌薬耐性に関わる遺伝子変異を迅速に検出するものです（概要図を参照）。 

Campylobacter 属菌は、培養に時間がかかり、従来の方法では、食品から細菌を検出し抗菌

薬に対する耐性を検出するまでは 6日程度が必要です。そのため、詳細な検査が困難であり、

薬剤耐性に関する検査データの蓄積が多くありません。今回、開発された CAMERA 法では、検

査時間を従来の 6日から 30 時間程度まで大幅に短縮することが可能となりました。 

実際、市販の鶏肉 100 検体に対して、CAMERA 法を実施し、従来の培養法と比較したところ、

検出感度や正確性について、従来の方法と遜色のない結果を得ることができました。 

今後、食品検査や農場での検査へ応用し、細菌性食中毒の減少や薬剤耐性問題の解消など

に貢献することが期待されます。 
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■カンピロバクター⾷中毒

・⽇本で細菌性⾷中毒の患者数が最も多い

・原因⾷品は主に鶏⾁

■カンピロバクター症の治療に、マクロライド系、フルオロキノロン系抗菌薬が使⽤

・鶏⾁由来カンピロバクターにおいてフルオロキノロン耐性菌が増加傾向

迅速な薬剤耐性カンピロバクターの検出法を開発
CAMERA法

シートの発色パターンから

1, Campylobacter属菌の種同定
2, 薬剤耐性
（マクロライド/フルオロキノロン）

の判定が可能！
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CAMERA法のフロー

従来の培養法では、薬剤耐性の判定まで6日間必要だったが、
CAMERA法により30時間程度まで短縮

合計30時間程度
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